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【手続補正書】
【提出日】平成29年5月8日(2017.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　始動条件の成立により遊技者に有利な特別遊技を実行するか否かの判定を行う判定手段
と、
　前記判定の結果に基づいて、所定の演出手段において演出を実行する演出実行手段と、
を備え、
　前記演出実行手段は、
　演出図柄を変動させてから停止させる変動演出を実行する変動演出実行手段と、
　前記特別遊技が実行される可能性が高い第１の特別演出を実行した後に前記特別遊技が
実行される可能性が前記第１の特別演出よりも高い第２の特別演出を実行するときと、前
記第１の特別演出を実行した後に前記第２の特別演出を実行しないときと、がある特別演
出実行手段と、
　前記変動演出が実行されているときに、所定のアイテムを貯留させる貯留演出を実行す
るとともに、前記貯留演出において、前記アイテムを所定数まで貯留させるときと、前記
アイテムを前記所定数まで貯留させないときと、がある貯留演出実行手段と、を有し、
　前記変動演出実行手段は、前記変動演出において、所定のタイミングで、変動させてい
る前記演出図柄を前記貯留演出が実行されることを示唆する特殊態様で仮停止させてから
再変動させるときと、変動させている前記演出図柄を前記特殊態様とは異なる通常態様で
仮停止させてから再変動させるときと、があり、
　前記貯留演出実行手段は、
　前記第１の特別演出が実行された後に前記第２の特別演出が実行されるとき、前記第２
の特別演出が実行される前までに、前記貯留演出を実行可能であり、当該貯留演出におい
て前記アイテムを前記所定数まで貯留可能にし、
　前記第１の特別演出が実行された後に前記第２の特別演出が実行されないとき、前記第
１の特別演出が終了する前までに、前記貯留演出を実行可能であり、当該貯留演出におい
て前記アイテムを前記所定数まで貯留させず、
　前記演出図柄が前記特殊態様で仮停止されることに応じて前記貯留演出を実行するとき
と、前記演出図柄が再変動されているときに前記貯留演出を実行するときと、があること
を特徴とする遊技機。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明の遊技機（１）は、始動条件の成立により遊技者に有利な特別遊技を実行するか
否かの判定を行う判定手段（３０１ａ）と、前記判定の結果に基づいて、所定の演出手段
（１２１）において演出を実行する演出実行手段（３２０ａ）と、を備え、前記演出実行
手段は、演出図柄を変動させてから停止させる変動演出を実行する変動演出実行手段（３
２０ａ）と、前記特別遊技が実行される可能性が高い第１の特別演出を実行した後に前記
特別遊技が実行される可能性が前記第１の特別演出よりも高い第２の特別演出を実行する
ときと、前記第１の特別演出を実行した後に前記第２の特別演出を実行しないときと、が
ある特別演出実行手段（３２０ａ）と、前記変動演出が実行されているときに、所定のア
イテムを貯留させる貯留演出を実行するとともに、前記貯留演出において、前記アイテム
を所定数まで貯留させるときと、前記アイテムを前記所定数まで貯留させないときと、が
ある貯留演出実行手段（３２０ａ）と、を有し、　前記変動演出実行手段は、前記変動演
出において、所定のタイミングで、変動させている前記演出図柄を前記貯留演出が実行さ
れることを示唆する特殊態様で仮停止させてから再変動させるときと、変動させている前
記演出図柄を前記特殊態様とは異なる通常態様で仮停止させてから再変動させるときと、
があり、前記貯留演出実行手段は、　前記第１の特別演出が実行された後に前記第２の特
別演出が実行されるとき、前記第２の特別演出が実行される前までに、前記貯留演出を実
行可能であり、当該貯留演出において前記アイテムを前記所定数まで貯留可能にし、前記
第１の特別演出が実行された後に前記第２の特別演出が実行されないとき、前記第１の特
別演出が終了する前までに、前記貯留演出を実行可能であり、当該貯留演出において前記
アイテムを前記所定数まで貯留させず、前記演出図柄が前記特殊態様で仮停止されること
に応じて前記貯留演出を実行するときと、前記演出図柄が再変動されているときに前記貯
留演出を実行するときと、があることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
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